
 

 

 

 

 

 

 

 
たくさんのご参観ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中里小学校 学校だより 

 

 

 

学校教育目標 : 夢をもち、みんなと共に生きる子どもの育成～中里仲良し（共に学び、共に育つ）～ 

令和 8年２月１８日 

第 1６号 

文責 大石泰文 おおくす 
2 月も半ばを過ぎ、少しずつ春らしい暖かい日も出てきました。旧幼稚

園校舎前の梅の花も次々と開花して春の訪れを告げているようです。 

 

  さて、先週は学年ごとに授業参観・懇談会等を実施することができまし

た。保護者の皆様、お忙しい中のご参観誠にありがとうございました。 

  １年生は「できるようになったこと」発表会。文字を書く様子を発表した

り、図工の作品を発表したり子どもたちの笑顔が輝いていました。 

 ２年生は小グループに分かれての学習発表会。２年２組は前の週に学

級閉鎖があり、閉鎖明けの開催となりましたが、子どもたちはこれまで学ん

だことをしっかりと発表することができました。(１組は２６日に実施します。) 

  ３年生は「総合的な学習の時間」に学習してきた福祉の発表会。学年

で大きく３つに分かれて、各教室で１年間学んできたことをクイズや実演を

交えて発表することができていました。 

 ４年生は２分の１成人式。言葉や合唱、夢のために努力すること等盛り

だくさんの内容でしたが、子どもたちの歌声や言葉が心に届いてくるよう

な感動的な発表会でした。 

 ５年生は学級ごとに教科で学んだことの発表会。社会や家庭科、理科

などに分かれて、グループごとに準備したものを発表することができていま

した。 

 ６年生はドリームマップ発表会。将来の自分の姿を立体的に作成し、そ

の作品を提示しながら自分の夢について調べたことを堂々と語る姿が眩

しく見えました。 

 

  本校の学校教育目標を具現化したような子どもたちの発表でした。この

１年間の学びが見ている人に伝わる発表会、子どもたちにとっては学びを

実感できる発表会になったのではないかと思います。 

  今回の発表会の中に、少しでもお子様の「頑張っていたこと」「成長を

感じたこと」があれば、励ましの言葉をかけていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 



６年生に感謝の気持ちを伝えよう～５年生が中心となって～ 

 
 
 
 
 
 
新入学説明会～来年は 78名の入学予定(R8.2.18現在) 

 

本校の数名の児童が通学路ではない道を歩き、投石するなどの危険な行為をしていることが判明し

ました。職員一同、指導が行き届いていないことに大変なショックを受け、子どもたちの安全安心のため

に再度指導を徹底することを確認したところです。 

学校外のことではありますが、「当たり前のきまりを守る」心が育っていないことを非常に残念に思い

ました。各ご家庭におかれましても、再度登下校のきまりをご確認いただくようお願い致します。 

 

６年生が巣立つともう新入生を迎える時期となります。 

２月６日、中里小学校へ入学する予定の保護者の方を対象に新

入学説明会を開催しました。学校からの説明の前に、「ながさきファ

ミリープログラム」ファシリテーターに来ていただき「心配に思ってい

ること」「学校に尋ねたいこと」などを話し合うワークショップを行い

ました。 

緊張もほぐれ、お互いを知る良い機会となったようです。参加され

た保護者の皆様、長時間ありがとうございました。  

２月９日付で近藤 PTA 会長様よりご案内いただきました「学校清掃作業」の参加締切が２月２０日

(金)までとなっておりました。子どもたちの手では届かない箇所について、保護者の皆様のご協力を得

ながら美化を図り、より良い学習環境づくりに取り組みたいと考えております。現在、申込が少ないよう

ですので、学校からもご案内させていただきます。 

お忙しいとは存じますが、ご協力よろしくお願い致します。 

【開催日】 

令和８年３月７日（土） 

【開催場所、予定時間】 

午前９時より２時間程度 中里小学校 雨天決行 

【主な作業】 

校内の清掃 扇風機など主に高い所の清掃作業 

 

 

 

 

 

 

 

２月５日、本年度最後の代表委員会が実施されました。議題は

「６年生に感謝の気持ちを伝えよう」です。３年生から５年生までの

各学級の代表が活発な意見交換を行いました。「メッセージカード

を贈る。」「動画を撮る。」などこれまでお世話になってきた６年生に

何をどう伝えるか、話し合う表情は真剣そのものでした。 

６年生への感謝の気持ちを伝える方法として「ありがとうの宝

箱」を贈ることに決まり、今準備を進めているところです。  


